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幸せに生きること、それはみんなの願いです

コミュニティーづくりの場として利用してみませんか

っ
て
ど
ん
な
と
こ
？

同和問題に
正しい理解と認識を

こんなときは、お近くの隣保館へ

●育児や子育て介護など、

　生活上で悩んだとき

●身のまわりの人権に

　ついて勉強したいとき

●地域の歴史を

　勉強したいとき

●生花や料理教室などの

　教室に通いたいとき

●地域の役に立つ活動を

　したいと思ったとき

●交流活動を通じて出会いと

　生きがいを見つけたいとき

●仕事探し・仕事の相談を

　したいとき

　隣保館は、あらゆる差別

の解消と「福祉と人権のま

ちづくり」や「コミュニテ

ィー活動」の場として、ま

た、「生活自立支援」や

「人権情報発信基地」とし

て誰もが利用できるふれあ

いの場です。

隣

保

館

問い合わせ　人権課　☎ ６２－１１２１

▲

○三豊市内には、３つの隣保館があります
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三豊市国際交流協会から

（財）三豊市国際交流協会

シリーズ
なんなん？食育No.

１３

高瀬町学校給食センター 初めての「ふるさと給食」の紹介

「知識を深める」「実際に体験する」「日常で習慣づける」の３つの要素が一体となることによっ
て、子どもたちに望ましい食習慣が身につきます。

大　家　好

　今月は、中国出身の国際交流員　呉　衛さんです。

（皆さんこんにちは）

ダー ジャー ハオ

学校では、給食を中心に食育が行なわれます。

　今年度、高瀬町学校給食センターでは、毎月１９日の「食育の日」

に『ふるさと給食』を実施する予定にしています。５月の『ふるさと

給食』では、海の幸の瀬戸内海でとれたさごしとちりめん、山の幸の

高瀬町でとれたきゅうりやキャベツ、生しいたけ、そして香川県産の

プチトマトを食材に使用しました。

　６月は、瀬戸内海でとれた今が旬の「きすの青じそあげ」、高瀬町

産のお茶を使った「お茶のムース」がメインの献立でした。子どもた

ちからは「毎日が『ふるさと給食』みたいだから、いつもの給食と変

わらない」とうれしい感想が聞こえました。

　当センターでは、年間を通して高瀬町でとれた旬の野菜や果物を産直市場から購入しています。野菜は大根や白菜、

ほうれんそう、ブロッコリー、ねぎなど、果物は７月は桃、９月にはニューピオーネ、１０月からはみかん、１月からは

キウイフルーツやいちごなどをです。地場の食材を通じて、「食を大切にする心」、「伝統ある食文化」を学んでほし

いと願っています。

きゅうりもみ（副菜）

キャベツの卵とじ（副菜）

プチトマト（副菜）

麦ごはん（主食）
さごしの照り焼き（主菜）

ウー ウェイ

　中国の西安から参りました、呉衛と申します。

　今年の５月から三豊市国際交流協会で勤めています。どうぞよろ

しくお願いします。

　私の出身地である西安は昔「長安」と呼ばれており、中国歴史に

おいて１３の王朝の都で、都としての歴史は１,１００年以上ありま

す。４,０００年前の文献に西安のことが記録されています。１,３００

年前の唐の時代、長安は都として大きく発展しました。町には「内

郭」と「外郭」二重の城壁があり、国内貿易と国際貿易がより便利

になるよう「東市」と「西市」まで設けられました。

　当時、長安の人口は１００万人にも達していました。その中には日

本人の姿も少なくありません。日本人というのは遣唐使としてやっ

てきた留学生と学問僧の人達です。中には皆さんご存じの香川県出

身の傑出する学問僧 弘法大師がいました。

　中国地図を開いて、西安を探してみましょう。皆さんすぐに見つ

けられると思いますよ！西安は中国の中央にあります。中国標準時

間、いわゆる「北京時間」というのは、実は西安を基準にして作っ

たものです。

　西安は古都でもあり、近代化の都市でもあり、今後ますます発展

していくと思いますが、皆さんその変わっていくさまをぜひその目

でご覧いただきたいと思います。


